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6L缶
プライマー（1液変成シリコーンLM専用）/150g
プライマー用刷毛

1缶
1缶
1本

320mlカートリッジ
プライマー（1液変成シリコーンLM専用）/100g
プライマー用刷毛
ノズル

10 本
1缶
1本
10 本

2成分形 混合反応硬化

シリコーン系
ポリイソブチレン系
変成シリコーン系
ポリサルファイド系
アクリルウレタン系
ポリウレタン系

乾燥硬化
エマルションタイプ

溶剤タイプ

シリコーン系
シリル化アクリレート系
ポリサルファイド系
ポリウレタン系

アクリル系

ブチルゴム系

シリコーン系マスチック
油性コーキング材

非硬化

シーリング材の
種類

1成分形と2成分形（現場混合）の比較

品質の安定性H100は1成分形! 施工時間 不具合の可能性 色管理

工場で着色・脱泡され
た製品が届くため、品
質が一定で安心施工で
きます。

攪拌する必要がないた
め、時間短縮できます。

攪拌する必要がないた
め気泡混入リスクが低
くなります。

工場で色管理されてい
るため、ロットごとの色
精度が高くなります。

2成分形
（現場混合） 現場での混合作業が

必要であり、硬化不良
等の不具合が起こる可
能性があります。

攪拌機を準備する時
間、攪拌する時間、片付
けの時間を要します。

攪拌することにより、
気泡混入による膨れの
リスクが高まります。

現場でトナーを入れて
着色するため、色管理
が作業者任せです。

弊社は自動車用シーリング材において基盤を築き、厳
しい品質管理、コスト要求に対応してきた技術力を活
かし、建築分野への参入を開始しました。

「1成分形変成シリコーン系」に特化した製品開発を
行い、1984 年に市場投入を開始。住宅品質の安定化
に努めております。

ク
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サイディングに
ベストマッチ！！
サイディングに
ベストマッチ！！

高耐候（期待耐候年数30年）

初 期 初 期

25倍
拡 大

接着性が抜群
▶ 剥離による漏水リスクを低減し、建物を雨風から守ります

SRシール®H100

変成シリコーン一般品
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SRシール®H100

変成シリコーン 一般品
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※試験方法：JTC S-0001に準拠

プライマーをしっかり塗布することにより、
サイディングだけでなく、金属サッシ・樹脂サッシ※等の
他部材にも抜群の接着耐久性を有します。
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▶ 汚れがつきにくく柔軟性を維持するので、綺麗な状態が長続きします。

経時の状態一定の長さに伸ばして保持

応力緩和タイプの
優位性

応力緩和タイプ 通常タイプ 応力緩和タイプ 通常タイプ

応力緩和タイプで目地に追従

ここがポイント！

優れた意匠性

初　期 表面を汚します エアブロー後

応力緩和性が高いため、
戻ろうとする力が早期に減少し、
剥離しにくい。

※環境や使用条件によってメンテナンス時期は異なりますので、目安として活用してください。 ※品質保証ではなく、補修・交換（有償）時期の目安として活用してください。
※定期点検により、経年による補修が必要な部分が見られた場合は、部分補修してください。 ※補修の場合でも足場設置が必要なケースがあります。

補修

補修

補修

全面交換 補修

補修

補修

全面交換 補修

補修：2回
全面交換：1回

補修：3回
全面交換：3回

全面塗装

全面交換
（全面塗装）

全面交換
（全面塗装）

高耐候サイディングと同じサイクルでの
全面交換となるため、コスト削減につながります。

全面交換の回数が1/3で済み、コスト削減につながります。
補修の周期も長期化で回数を低減できます。

※塗料との色調合わせは色見本帳での色選定を
　お願いします。

他社品他社品
繰り返し伸縮試験の結果（自社試験：伸縮目地幅±30%）
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悪い例
隙間が
あります

へら押さえ へら仕上げ

×印の使用は推奨できません。

＜へら仕上げ可能時間の目安＞

目地の清掃・形状の確認

刷毛・ウエス等を使い、目地のほこり・汚れを取
り除きます。清掃後、目地形状の確認をします。

目地幅、深さが適切であれば、サイディングの動
きに追従します。

マスキングテープをはる

マスキングテープは、目地際に隙間なく、浮き上
がらないように押し付けてはります。

プライマーの塗布

被着面が十分に乾燥していることを確認の上、
塗りむら、塗り残しがないように刷毛で均一に
塗布してください。

シーリング材の充填

目地幅に合わせたノズルを目地底に当て、気泡・
打ち残し・隙間がないように目地の隅々までシ
ーリング材を充填します。

へら押さえ・へら仕上げ

へら押さえをすることで目地の隅々までシーリ
ング材を行き渡らせます。
その後、意匠性をよくするために、へら仕上げを
します。

マスキングテープを剥がす

へら仕上げ後なるべく間を置かず、上から下に
向かって剥がします。

8mm8mm

10mm10mm

①プライマー塗布後、夏場30分、
冬場60分以上乾燥させてくだ
さい。
②プライマー塗布後、8時間以内
にシーリング材を充填してくだ
さい。
③その日のうちにシーリング材を
充填しなかった場合はプライマ
ーを再度塗り直してください。

●へらや棒きれなどに巻きつけて
いくとサイディングを汚さずに
剥がせます。
●クリーンコートを塗布した場合
は15分以内にマスキングテープ
を剥がしてください。

厚み1mm以下（金属サイディン
グ等で発生する薄層部）でシー
リング材を施工すると著しく劣
化（白化・軟化）する可能性があ
ります。

剥がし方のポイント

一般用

夏 季
（35℃）

冬 季
（5℃）

春・秋
（20℃）

60分 3時間

60分 6時間

×

×冬用

H100使用イメージ

目地汚染イメージ

塗装面にベタつきを発生させること。
このベタつきに、ホコリやゴミが付着し目地の汚れが発生します。
SRシール®H100は、目地汚染現象が発生しにくいノンブリードタイプです。

目地汚染（ブリード）
とは？

サイディング

シーリング材
表面を塗装

塗装面

ホコリ・ゴミが付着

シーリング材の可塑剤などが塗膜に移行する

キレイな仕上がり！

▶ 現場での効率と確実な施工のため、作業性にこだわりました。

優れた作業性

①2シーズン制（一般用・冬用）の採用 ②選べる2タイプ
2シーズン制（一般用・冬用）の採用により、季節に応じた
施工性と硬化性を確保しております。
特に冬場に材料が固くなり、吐出に違和感を感じることや、
表面硬化に必要以上の時間を要する不具合がありません。

施工場所・施工規模により、缶タイプ
とカートリッジタイプの２つから選択
し、作業することができます。

● 一般用と冬用の見分け方
2026年1月1日、製造連番：ABの場合

冬　用：W
一般用：なし

季節区分
260101ABW

ノンブリードタイプ（被塗装性が良好）

▶▶塗料密着性・汚染性 ▶▶塗装時の注意事項

密着性：○－良好　　汚染性：○－良好

１液水性ウレタン樹脂塗料

１液水性アクリルシリコン樹脂塗料

弱溶剤１液形アクリルシリコン樹脂塗料

弱溶剤２液形ウレタン樹脂塗料

弱溶剤２液形アクリルシリコン樹脂塗料

弱溶剤２液形フッソ樹脂塗料

水性系塗料

弱溶剤系塗料

仕上塗材の種類・通称 密着性 汚染性



プライマーの役割

シーリング材の積算参考資料
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剥がれの予防化学結合 シーリング材劣化の抑止 脆弱層の強化

適切な目地形状：目地幅10mm×深さ8mm

シーリング材

ハットジョイナー

※ロス分を20％で計算しています※ロス分を20％で計算しています

シーリング材の使用量を計算する際の目安です。
目地の幅・深さによって、施工可能なm数が変わります。 以下の表をご参照ください。

目地幅目地幅

目地深さ目地深さ

1缶あたりの概算施工m数
缶

1本あたりの概算施工m数
カートリッジ

化学結合によりシーリング
材／被着体間の接着性の
付与及び向上

シーリング材からの液状
成分の移行防止

被着体からの水、アルカリ
成分の浸出防止

被着体、脆弱層の強化

シ
ー
リ
ン
グ
材

被
着
体

被
着
体

プ
ラ
イ
マ
ー

プ
ラ
イ
マ
ー

シ
ー
リ
ン
グ
材

被
着
体

プ
ラ
イ
マ
ー

被
着
体

シ
ー
リ
ン
グ
材

プ
ラ
イ
マ
ー

新
規
シ
ー
リ
ン
グ
材

外壁材外壁材

目
地
深
さ

目地サイズ
（mm）

目地幅

5

8

120.0m

100.0m

75.0m

96.0m

80.0m

60.0m

66.7m

50.0m 40.0m

48.0m 40.0m 32.0m

33.3m 26.7m

10 12 15

6

8

10

12

目
地
深
さ

目地サイズ
（mm）

目地幅

5

8

6.4m

5.3m

4.0m

5.1m

4.3m

3.2m

3.6m

2.7m 2.1m

2.6m 2.1m 1.7m

1.8m 1.4m

10 12 15

6

8

10

12

H100同梱プライマーの
メーカー推奨塗布量

（目地深さ８mmの場合）

適切な塗布量の目安は以下のとおりです。

150g缶（缶同梱タイプ） 63m
100g缶（カートリッジ同梱タイプ） 42m

シーリングについての補足説明

目地が浅い（5mm未満）

目地が狭い（8mm未満）

目地が深い
（目地幅に対し、比率が1以上）

使用量が標準施工m数よりも極端に多い場合や
少ない場合は、使用量が適切ではないおそれがあります。

正しく二面接着で施工されていれば目地の動きに
シーリング材が追従できます。

ボンドブレーカーボンドブレーカー

白化

目地幅10mm×目地深さ8mmの場合

カートリッジ
缶

3.2m
60m

適切な目地形状：目地幅適切な目地形状：目地幅10mm10mm×深さ×深さ8mm8mm

バックアップ材バックアップ材

8mm8mm

10mm10mm

プライマーを塗布していなかっ
たか塗布量不足により剥離して
います。

マスキングテープの隙間から
はみ出たシーリング材が薄膜
になり、白化しています。

マスキングテープは、目地際に
隙間なく、浮き上がらないよう
に押し付けてはります。

三面接着により、シーリング材
が追従しておらず剥離してい
ます。

十分な目地深さがないためシー
リング材が割れ、ハットジョイ
ナーが見えています。

①被着面が十分に乾燥していることを確認の上、塗りむら・
塗り残しがないように刷毛で均一に塗布してください。
②プライマー塗布後、夏場30分、冬場60分以上乾燥させ
てください。
③プライマー塗布後、8時間以内にシーリング材を充填し
てください。
④その日のうちにシーリング材を充填しなかった場合はプ
ライマーを再度塗り直してください。

界面剥離

破断・剥離

界面剥離
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